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市長 
コラム　 606060全

国
市
長
会
議
の
開
催

第
85
回
全
国
市
長
会
議
が
東
京
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
全
国
に
８
１

３
の
都
市
自
治
体
が
あ
り
、
そ
の
市
長

が
年
に
一
回
集
合
し
ま
す
。
会
議
に
は
、

「
内
閣
総
理
大
臣
」
と
「
総
務
大
臣
」
が

来
賓
と
し
て
出
席
。
大
変
厳
粛
な
雰
囲

気
の
中
で
、
安
倍
総
理
か
ら
「
地
方
と

国
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
担
い
元
気
で
活
力
の
あ
る
地

方
を
創
る
。
そ
の
為
に
地
方
へ
の
人
の

流
れ
を
つ
く
り
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と

実
感
で
き
る
地
域
社
会
を
全
力
で
つ
く

る
」
と
の
決
意
表
明
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

日
本
は
、
世
界
で
も
有
数
の
超
高
齢

化
社
会
に
入
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
、

人
口
減
少
が
進
み
ま
す
。
過
去
に
体
験

し
た
こ
と
の
な
い
事
態
を
迎
え
る
前
に
、

本
市
で
は
「
総
合
戦
略
本
部
」
を
核
に
、

国
と
連
携
し
な
が
ら
「
地
方
創
生
」
の

施
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
会
議

で
全
国
の
市
長
と
思
い
を
一
つ
に
し
、

「
地
方
が
栄
え
る
こ
と
が
国
が
繁
栄
す

る
」
を
痛
感
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
全
国
防
災
・
危
機
管
理
ト

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
に
出
席
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
災
害
等
の
危
機
事
態
に
対
す

る
「
市
長
」
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
や

初
動
対
応
力
の
向
上
が
目
的
で
す
。「
災

害
対
策
」
は
市
民
の
命
に
関
わ
る
重
大

な
意
思
決
定
で
す
。
迅
速
か
つ
的
確
な

判
断
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
平
常
時
か

ら
体
制
を
整
備
し
、
危
機
管
理
の
訓
練

を
重
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
で
「
市
長
」
の
危
機
発
生
時
の

心
得
を
し
っ
か
り
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
夕
刻
に
は
、
岸
田
文
雄
外
務

大
臣
主
催
の
「
市
長
と
各
国
駐
日
大
使

と
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
に
出
席
し
ま
し

た
。
地
方
自
治
体
と
各
国
と
の
国
際
交

流
は
大
変
重
要
で
す
。
旧
知
の
岸
田
大

臣
と
も
懇
談
し
、
長
浜
の
び
わ
湖
、
歴

史
、
文
化
、
芸
術
を
各
国
の
大
使
に
Ｐ

Ｒ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、「
長
浜
」
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

▲岸田外相主催のレセプションで

▲全国市長会で
の安倍首相

このコーナーでは、市立長浜病院のスタッフの紹介を兼ねて、「普段の生活での予防

法」など生活に役立つ“健康豆知識”を紹介します。

定
期
健
診
の
す
す
め

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
日
々
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
聞
き
慣
れ
な
い
大
動
脈
解

離
と
い
う
病
気
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。
聞
き
慣
れ
な
い
と
い
っ
て
も

珍
し
い
病
気
で
は
な
く
、
芸
能
人
の

方
も
た
び
た
び
こ
の
病
気
で
亡
く
な

っ
て
い
る
一
般
的
な
病
気
で
す
。

大
動
脈
は
心
臓
か
ら
全
身
に
血
液

を
送
る
大
事
な
血
管
の
名
前
で
す

が
、
高
血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

喫
煙
な
ど
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
傷
つ

け
ら
れ
、
血
管
が
、
動
脈
硬
化
と
い

う
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
硬
く
な
っ
た

状
態
に
な
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
季

節
の
変
わ
り
目
な
ど
に
血
圧
が
急
に

上
が
っ
た
拍
子
に
血
管
が
裂
け
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も

大
動
脈
は
三
層
の
血
管
壁
で
で
き
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
が
完
全
に
破
れ
る

と
大
動
脈
破
裂
、
内
側
の
血
管
だ
け

が
破
れ
た
状
態
を
大
動
脈
解
離
と
い

い
ま
す
。
血
管
が
破
裂
す
る
と
助
か

る
可
能
性
が
低
い
の
は
容
易
に
想
像

で
き
ま
す
が
、
大
動
脈
解
離
は
そ
の

一
歩
手
前
の
状
態
で
す
。
さ
ら
に
心

臓
に
近
い
と
こ
ろ
に
裂
け
目
が
お
よ

ぶ
と
、
心
筋
梗
塞
や
心
臓
の
周
り
に

出
血
を
起
こ
す
た
め
、
緊
急
手
術
を

し
な
い
と
ほ
ぼ
助
か
ら
な
い
状
態
に

な
り
ま
す
。

怖
い
話
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
は
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
っ

か
り
と
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
大
幅
に

リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
高
血
圧
な
ん
て
み
ん
な
持
っ

て
る
か
ら
特
別
な
こ
と
は
し
な
く
て

い
い
や
」
で
は
な
く
、
自
分
が
ど
ん

な
病
気
を
持
っ
て
い
て
、
ど
ん
な
治

療
が
必
要
か
を
知
る
こ
と
が
大
事
な

の
で
す
。

と
い
う
わ
け
で
、
定
期
健
診
を
受

け
、
し
っ
か
り
と
自
己
管
理
を
し
て
、

す
て
き
な
人
生
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
！■問

市
立
長
浜
病
院

（
7
６
８-

２
３
０
０〈
代
表
〉）

市立長浜病院
心臓血管外科
医　長　鄒　貴光　

市立病院通信 -JJ-

ス
リ
ル
満
点
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
ほ
か
、
流
水

プ
ー
ル
、
キ
ッ
ズ
プ
ー
ル
、
25
ｍ
プ
ー
ル
な
ど
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
期
　
間
】
７
月
３
日
（
金
）
〜
８
月
30
日
（
日
）

※
期
間
中
は
無
休

【
所
在
地
】
神
照
運
動
公
園
内
（
神
照
町
）

【
時
　
間
】
10
時
〜
17
時

※
50
分
毎
に
10
分
間
の
休
憩
時
間
が
あ
り
ま
す
。

【
料
　
金
】
大
人
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
３
０
０
円

※
３
歳
未
満
と
付
添
人
は
無
料

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
提
示
で
半
額

※
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
使
用
料
１
０
０
円
（
リ
タ
ー
ン
式
）

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
所
定
の
駐
車
場
以
外
へ
の
駐
車
は
、
お
や
め
く
だ
さ
い
。

※
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

保
護
者
は
水
着
を
着
用
し
、
一
緒
に
入
水
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
は
身
長
１
２
０
㎝
未
満
の
人
は

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

・
長
浜
市
民
プ
ー
ル
　
（
7
６
４
‐
０
３
８
０
）

※
開
設
期
間
の
み

・
神
照
運
動
公
園
　
　
（
7
６
５
‐
３
３
９
９
）

■問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
7
６
５
‐
８
７
８
７
）

長
浜
市
民
プ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

図
書
館
の
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
す
る
た
め
の
講
座
で
す
。「
視
覚
し
ょ

う
が
い
」
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

情
報
を
正
し
く
伝
え
る
技
術
を
学
び
、
身

に
つ
け
ま
す
。

【
対
　
　
象
】

○
講
習
受
講
後
、
図
書
館
の
録
音
資
料
製

作
や
対
面
朗
読
に
協
力
で
き
る
人

○
音
訳
の
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
受
講
料
】
無
料

※
「
平
成
25
・
26
年
度
長
浜
市
立
図
書
館

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
で
使

用
し
た
テ
キ
ス
ト
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円
が
必
要

で
す
。

【
会
　
　
場
】
長
浜
図
書
館
（
朝
日
町
）

【
定
　
　
員
】
20
人

【
募
集
期
間
】
７
月
10
日
（
金
）
10
時
か
ら

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

市
内
６
図
書
館
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
。

※
全
10
回
の
う
ち
出
席
不
可
能
な
日
が
あ

る
場
合
は
、
申
込
み
時
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■問
長
浜
図
書
館
（
7
６
３
‐
２
１
２
２
）

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
生
募
集

木
之
本
運
動
広
場
プ
ー
ル
は
７
月
21
日
（
火
）
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
詳
し
く
は
７
月
15
日
号
で
。

第１回

第２回

第３回

第４～10回

９月７日(月)

９月８日(火)

９月14日(月)

９月28日(月)

10月５,19,26日(月)

11月２,９,16日(月)

内　　容

視覚しょうがいとは
情報支援と情報提供

視覚しょうがい者の読書

視覚しょうがい者と行動
するための基礎知識

視覚しょうがい者の生活

音訳実習

講　　師

滋賀県立視覚障害者センター
伊東 正樹 氏

滋賀県立視覚障害者センター
小泉 佳子 氏

滋賀県立視覚障害者センター
丸本 武 氏

長浜市視覚障害者福祉協会
副会長　田尻 みどり 氏

視覚障害者生活情報センターぎふ
後藤 緑 氏

※いずれも13時30分～15時30分


